
　（総　則）

第１条　平成１７年度久留米市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

　　（１）　給水戸数 戸

　　（２）　年間総給水量 立方メートル

　　（３）　一日平均給水量 立方メートル

　　（４）　建設改良事業の概要

　　　　　　　１　配水管布設工事 総延長 メートル　　

　　　　　　　２　配水管改良工事 総延長 メートル　　

　　　　　　　３　施設改良工事

　　（５）　第６次整備事業の概要

　　　　　　　１　配水管改良工事 総延長 メートル　　

　　（６）　西部配水場整備事業の概要

　　　　　　　１　配水場用地 平方メートル７,０００

７９,０１６

第　２７　号議案

平 成 １ ７ 年 度 久 留 米 市 水 道 事 業 会 計 予 算

１３,０４０

一　　式

１２,５８０

１１３,１３７

２８,８４１,０００

５,３４４



　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　第１款　水道事業収益 千円

　　第１項　営業収益 千円

　　第２項　営業外収益 千円

　　第３項　特別利益 千円

　第１款　水道事業費用 千円

　　第１項　営業費用 千円

　　第２項　営業外費用 千円

　　第３項　特別損失 千円

　　第４項　予備費 千円

支　　　　　　　出

４,８８４,１４７

４,１２５,５８４

７１４,５０２

３４,０６１

収　　　　　　　入

１０,０００

５,２４８,６４５

５,２４１,４２９

７,０１４

２０２



　（資本的収入及び支出）

　第１款　資本的収入 千円

　　第１項　企業債 千円

　　第２項　資本剰余金 千円

　　第３項　固定資産売却代金 千円

　第１款　資本的支出 千円

　　第１項　建設改良費 千円

　　第２項　第６次整備事業本年度支出額 千円

　　第３項　西部配水場整備事業本年度支出額 千円

　　第４項　企業債償還金 千円

　　第５項　予備費 千円

９００,０００

１,１７８,０３３

収　　　　　　　入

２,９６４,８５３

１,３１５,０００

６３０,０００

８９４,２５３

１０,０００

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１,７８６,８２０千円は、当

１１５,６００

　年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８９,５９９千円、建設改良積立金１６３,３５０千円、減債積立金１９０,０００千円、過

　年度分損益勘定留保資金７４０,８１０千円及び当年度分損益勘定留保資金６０３,０６１千円で補てんするものとする。）。

２７８,０２３

１０

支　　　　　　　出



　（継続費）

第５条　継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。

　（企業債）

第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

１１５,６００

平成１８年度 ８２１,７９０

事業名

１　資本的支出
３　西部配水場整備事業

　　本年度支出額

款 項 年度 年割額（千円）総額（千円）

起債の方法

普通貸借又は証券発行

限度額（千円）

西部配水場整備事業 ２,０３９,８２０

利率（％）

平成１７年度

平成１９年度

平成２０年度

起債の目的

上水道事業 ９００,０００ （ただし、利率見直し方式で
借り入れる資金について、利
率の見直しを行った後におい
ては、当該見直し後の利率）

４．０　以内

２９３,６３０

８０８,８００

　政府資金についてはその融
資条件により、銀行その他の
場合にはその債権者と協定す
る事項による。
　ただし、財政の都合により
据置期間を短縮し、もしくは
繰上償還又は低利に借換えす
ることができる。

償還の方法



　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

　合は、議会の議決を経なければならない。

　　（１）　職員給与費 千円

　　（２）　交際費 千円

　（たな卸資産購入限度額）

第８条　たな卸資産の購入限度額は、５,２５０千円と定める。

　（重要な資産の取得）

第９条　重要な資産の取得は、次のとおりとする。

種類 名称 数量

取得する資産 土地 配水場用地 平方メートル

平成１７年２月２５日提出

７,０００

福岡県久留米市長　 江　藤　守　國

第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場

１,２７７,１２３

５５０


